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◆
自
主
防
災
組
織
と
は

　

自
治
会
な
ど
を
単
位
と
し
て
組
織
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
を
基
盤
と
し
て
、
地
域

の
安
心
・
安
全
な
生
活
を
確
保
す
る
た
め
の

防
災
活
動
な
ど
を
行
う
組
織
で
す
。

◆
自
主
防
災
組
織
の
役
割

　

平
常
時
は
、
啓
発
活
動
や
地
域
の
連
絡
体

制
づ
く
り
に
努
め
、
非
常
時
に
は
救
出
・
救

護
・
避
難
誘
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◆
補
助
金
の
種
類
・
金
額

設
立
事
業
補
助
金

　

組
織
設
立
時
に
一
律
３
万
円
を
補
助

活
動
事
業
補
助
金

　

自
治
会
の
規
模
別
に
、
１
年
ご
と
の
活
動

費
を
補
助

•
１
〜
50
世
帯 

（
１
万
円
）

• 

51
〜
１
０
０
世
帯 

（
２
万
円
）

•
１
０
１
〜
２
０
０
世
帯 

（
３
万
円
）

•
２
０
1
世
帯
以
上 

（
５
万
円
）

備
品
購
入
事
業
補
助
金

　

防
災
備
品
の
購
入
な
ど
、
補
助
対
象
経
費

の
３
分
の
２
（
上
限
20
万
円
）
ま
で
を
補
助

問　

総
務
課 

（
☎
88
‐
１
１
１
６
）

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
支
援
し
ま
す

　

東
日
本
大
震
災
の
例
を
見
て
も
、
地
震
な

ど
の
大
規
模
災
害
時
に
は
、
建
物
の
倒
壊
や

火
災
、
道
路
の
損
壊
な
ど
が
同
時
多
発
的
に

発
生
し
ま
す
。
そ
し
て
、
災
害
が
大
規
模
に

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
行
政
に
よ
る
救
援
に
は

時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
被
害
者
を
少
し
で
も
減

ら
す
た
め
に
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
に
対

す
る
支
援
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。
今
回
、

自
主
防
災
組
織
補
助
金
要
綱
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
の
で
、
各
地
区
で
の
組
織
設
立
に
つ

い
て
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

災
害
に
強
い

　

災
害
に
強
い

　
　

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
　

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

自主避難訓練の様子

住
宅
の
耐
震
工
事
に
関
す
る

補
助
金

木
造
住
宅
耐
震
診
断
促
進
事
業
補
助
金

　

専
門
家
に
よ
る
診
断
・
耐
震
補
強
プ
ラ

ン
作
成
に
か
か
る
費
用
を
補
助

木
造
住
宅
耐
震
改
修
促
進
事
業
補
助
金

　

右
記
の
耐
震
補
強
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
耐

震
改
修
を
補
助

補
助
金
額
▼
耐
震
改
修
に
要
す
る
費
用
の

３
分
の
２
以
内
（
上
限
60
万
円
）

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で

・
問　

建
設
課 

（
☎
88
‐
８
１
０
７
）

市
独
自
の
被
災
者
救
援
活
動
の
た
め
の

　

勝
山
市
東
日
本
大
震
災

　
　
　
　
　
　

救
援
寄
附
金

受
付
場
所
▼
市
役
所
（
会
計
課
）・
す
こ
や

か
（
福
祉
・
児
童
課
、
社
会
福
祉
協
議
会
）

㈳勝山建設業会様から100万円
の寄附をいただき、感謝状を贈
呈しました。

市長となんでも語ろう会

　市が岩手県陸前高田市に対して行ってきた行政支援（福
祉避難所の運営、緊急消防援助隊、救援物資の搬送など）
について、市長をはじめ、被災地で活動された介護施設の
職員や市職員などから市民の皆さまに報告します。

と　き▶5月31日（火）午後７時～９時
ところ▶教育会館　ホール
内　容▶
　⑴　陸前高田市の被災状況と直接支援に至った経緯
　⑵　陸前高田市への支援内容について
　　・緊急消防援助報告
　　・救援物資の搬送報告
　　・福祉避難所の運営職員などからの報告
　　・今後の行政支援について
　⑶　勝山市の防災対策について
　　・自主防災組織の設立
　　・地域防災指導者（防災士）の養成　など
※チャイルドルーム完備

問　未来創造課（☎88‐1115）

「陸前高田市への救援支援報告会」「陸前高田市への救援支援報告会」
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東
日
本
大
震
災
支
援
に
つ
い
て

陸
前
高
田
市
へ
の
支
援
活
動
報
告

陸
前
高
田
市
へ
の
支
援
活
動
報
告

　

陸
前
高
田
市
へ
独
自
支
援

　

勝
山
市
は
、
震
災
直
後
に
岩
手
県
陸
前
高
田

市
に
派
遣
さ
れ
た
緊
急
消
防
援
助
隊
と
同
時
に

救
援
物
資
を
３
回
に
わ
た
り
被
災
地
に
届
け
ま

し
た
。
さ
ら
に
陸
前
高
田
市
か
ら
の
要
請
を
受

け
、
4
月
5
日
か
ら
30
日
ま
で
の
26
日
間
に
渡

り
、
福
祉
避
難
所
の
開
設
や
運
営
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
、
市

職
員
と
市
内
外

の
介
護
施
設
職

員
や
介
護
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど

1
1
2
人
を
派

遣
し
、
24
時
間

体
制
で
介
護
支

援
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

な
お
、
5
月
1
日
以
降
の
福
祉
避
難
所
の
運

営
に
つ
い
て
は
、「
医
療
法
人
財
団　

青せ
い

山ざ
ん

会か
い

（
神
奈
川
県
三
浦
市
）」
が
主
体
と
な
っ
て
、
引

き
続
き
介
護
支
援
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
運
営

に
は「
い
た
ば
し
災
害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
東

京
都
板
橋
区
）」
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
民
間
団

体
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

勝
山
市
で
は
、
今
後
も
陸
前
高
田
市
の
復
興

に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

陸前高田市長感謝の言葉
　勝山市の皆様へ
　このたびの東日本大震災では、陸前高田市においても甚大な被害を
受けましたが、全国から多くのご支援が寄せられており、少しずつでは
ありますが、復興に向けた取組みを進めているところでございます。
　特に勝山市様からは、大震災直後に消防の緊急援助隊の派遣やい
ち早く救援物資が届けられ、また、避難所や在宅において介護を要す
る方々を一時的にお預かりする福祉避難所「炭の家」を開設する際の
運営立ち上げなど、全面的なご支援を賜っております。
　同所の運営にあたりましては、勝山市の職員をはじめ介護施設から
も多くの方々が800キロメートルもの遠い道のりをおいでになり、献身
的に従事される姿には、ただただ感謝の気持ちでいっぱいでありました。
　お蔭様にて、福祉避難所の利用者及びその家族からは好評で、初
期の目的以上の成果があげられているところであり、さらには運営の円
滑な引継ぎまでお世話をしていただきました。
　これまでの物心両面にわたる幅広いご支援を決して忘れることなく、
復興に向け市民一丸となって取組んでまいりますことをお誓いし、深
く感謝の気持ちをお伝えいたしたいと存じます。
　これをご縁に、両市がおつき合いを進め、末永く結びつきを深めて
いくことを願っております。
　大変ありがとうございました。

　平成23年５月１日
陸前高田市長　戸　羽　　太

空を泳ぐ勝
山市民の

支援！

空を泳ぐ勝
山市民の

支援！

勝山市民からの寄附金で購入された鯉のぼりを福祉避難所で掲揚勝山市民からの寄附金で購入された鯉のぼりを福祉避難所で掲揚

青山会の内藤理事長（写真左）と、いたばし災害支援
ネットワークの河合さん（5月1日福祉避難所前）

市立図書館横に掲げる応援メッセージ懸垂幕

戸羽陸前高田市長と会談する山岸市長


